
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のマメ知識：【一獲千金の税務処理はお忘れなく】 

一獲千金には夢がありますが、その後の税務処理を怠ると大きなリスクとなります。競馬や競輪などの公営競

技の払戻金は、原則として一時所得に分類されます。例えば趣味で馬券を購入する一般の愛好家の場合、外れ 

馬券代は必要経費としては認められず、当たり馬券代だけが控除の対象となります。 

年間 50 万円までの払戻金は申告する必要はありませんが、払戻金から当たり馬券代 

を差し引いた残額が 50万円を超えると、その超過分の半額が課税対象となります。 

一方、自動購入ソフトなどを用いて網羅的に購入し、継続的かつ営利目的で取り引き 

していた場合は雑所得に該当します。このような場合には、外れ馬券代も経費算入が 

認められると裁判所が判断しました。また国税庁は、ネット購入履歴の蓄積データを

通じて課税の適正化を進めており、国の行政機関である会計検査院も高額払戻しの未申告を課題と指摘して

います。宝くじが非課税であるのと対照的に、公営ギャンブルでは夢と税負担が表裏一体にありますね。 

今月のキーワード：【寒い】 
“cold”は「寒い」という意味ですが、名詞だと

「風邪」の意味もあり“I have a cold.”は「私は

風邪をひいています」です。「寒い」は他に“cool”

“chilly”“freezing”などがあります。“cool”は

「涼しい」の他に「カッコいい」、“chilly”は「肌

寒い」で、動詞の“chill”は「冷える・落ち着く

（２０２１年の新語大賞「チルい」は「気持ちが

ゆったりする」）」、“freezing”は「凍えるほど寒い」

で、名詞の“freezer”は「冷凍庫」です。cool→

chilly→cold→freezing の順に寒さが増します。 

来る１月９日は「クイズの日」。そこでさっそくク

イズです。この記念日は、どんな語呂合わせで１

月９日になったのでしょうか？なかなかの難問で

すが、実は室町時代の臨済宗の僧侶で、とんちで

有名な「一休さん」にちなんで制定されたのだと

か。近年はクイズブームといわれ、テレビでも

YouTube などのインターネット配信でも、さまざ

まなクイズ番組が放映されています。またクイズ

番組ではなくても、バラエティー番組でも教養番

組でも「クイズ」を見かけない日はないほど・・・。

もしかしたら「もう飽きちゃった」なんて方もい

らっしゃるかもしれません。そんな方はぜひ「作

問」にチャレンジしてみてください。一休さんよ

ろしくとんちの利いたクイズができ上がる頃に

は、脳のひらめき力もアップしているはずです！

クイズは解いても作っても、記憶力・注意力・思

考力・創造力・判断力などが鍛えられる優れもの。

記念日には、楽しく「脳トレ」してみませんか。 

スチームアイロンを使わずにＴシャツのシワ

を素早く伸ばす方法です。Ｔシャツをハンガ

ーに吊るしてシワの部分に軽く霧吹きして、

そこにドライヤーの高温の風を当てます。繊

維が柔らかくなってシワが伸びるので、最後

に全体を軽く引っ張って形を整えましょう。 

２０２５年は生成ＡＩが文章やデザインを一瞬で仕上げる一方、わざわざ人が「手で残す」ものに価値が集ま

りました。直筆のサイン、走り書きのメモ、封書で届く短い手紙。効率では測れない「人の温度」が話題にな

りました。その温度を、どうやって暮らしや仕事に混ぜ込むか。これが来年からのテーマになりそうですね。 
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今月の商売のヒント：【健康を守る経営】 

 

２０２５年は気候のリズムが例年以上に乱れ、春の桜は早く咲き、夏は記録的な猛暑、秋はあっという間に

駆け抜けました。当然のことながら自然の変化は暮らしだけでなく、少なからずビジネスにも影響しました。

業務やスケジュールが左右され、エアコンの電気代や物流のコストなどが重くのしかかり、変化に合わせた

選択や行動が経営の安定に不可欠でした。小さな判断や工夫の積み重ねが結果として会社を支えることを実

感し、経営者として重要な学びにもなったのではと思います。大変な年ではありましたが、変動の多い１年

を通じて「社員も経営者も対応力を磨くチャンスに恵まれた」と前向きに捉えたいところです。 

 

さて、年の瀬の今こそ振り返りたいのは「今年うまく機能した柔軟さ」と「来年に持ち越す課題」です。特に

これからの時代、従業員の働きやすさや健康をどう支えるかは、会社の規模や業種を問わず考えておきたい

テーマです。フレックスタイム制など勤務時間の調整や休憩の取り方、オンライン会議の導入、オフィス環

境の快適さなど、日常のちょっとした工夫が集中力や体調の維持に役立つでしょう。こうした配慮は単なる

福利厚生にとどまらず、社員の安心感や定着率、取引先からの信頼にもつながります。 

 

人材確保が難しい時代だからこそ「健康を守る経営」は企業の信用力を支える 

重要な要素になると思います。時代の変化は避けられません。気候や社会の 

揺らぎを「リスク」と捉えるだけでなく、挑戦や改善の「機会」として受け止め 

自分たちのリズムに変えていくためにはどうしたら良いか？ 

そんなことを自問自答しながら迎える年の瀬です。 

2025 年が終わります。今年の大きなトピックとしては大阪・関西万博の開催がありました。序盤は鈍かった来場

者も徐々に増え、閉幕前には大盛況となりました。経済的にはトランプ関税や物価高の影響が続き、令和の米騒

動と言われた備蓄米の放出という事態も発生しました。こうした状況のなか、史上初の女性総理の誕生があり、

政局が大きく変わるとともに、税制を含めた新たな政策の検討が続いています。新しい年を安心して迎えられる

ような政治を期待したいです。 

【スタッフブログ】 


